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令和２年大磯町議会 

６月定例会一般質問（６月９日・10日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

11番 

吉川 重雄 議員 

（ 90 分） 

9：05～10:35 

１．不適切な非課税措置の原因・責任を問う 

 ３月の定例会での一般質問（２月 25 日）で、東海大学医学部付属大磯

病院の固定資産税について、町が行った非課税措置に問題がなかったかを

質問した。町長は「法に基づき適切に担当部が判断し、非課税としている。」

と答弁をされた。又担当課長も「適切に非課税申告書の処理をしている。」

と答弁した。しかし、一般質問から１か月後の３月の下旬にオンブズマン

大磯の代表者から次のような連絡があった。町の担当税務課から東海大学

医学部付属大磯病院の固定資産税の非課税措置で、不適切な処置があった

と文章で回答されたと報告を受け大変驚いた。そこで問う。具体的にどの

ような不適切な処置があったのか、判る説明を求める。また、その原因と

対策、町長としての責任をどう捉えているのか、明確な見解を求める。 
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２ 

７番 

鈴木たまよ議員 

（ 60 分） 

10：55～11：55 

１．通学時の安全性について 

 小・中学生の登校時の安全性に関しては、担当部署等で定期的にその安

全性を確認していると思われる。しかしながら、子どもたちの安全性が十

分でないと見受けられる箇所が東町３丁目と国府新宿にそれぞれ１箇所

ずつある。いずれも１年ほど前に町民の方から指摘されたが、東町３丁目

については、５年前に区長から要望が出されていたと聞くが、現在までに

とられた措置は、グリーンベルトをひいただけで、安全が確保されたとは

思われない。事故が起きる前に安全策が取られるべきであると考えるが、

町の考えを問う。 

 

２．今後の大磯町のあり方について 

 この春より感染が拡大した新型コロナウイルスによる自粛生活をきっ

かけに、既存のシステムを見直す必要性を感じている。大磯町においても、

まちづくり基本計画や第五次総合計画を今一度立ち止まり、今回顕在化し

た日本の弱点や欠如していること、新しく作り上げる必要のあることな

ど、新しい視点で町の施策も見直す必要があると思う。 

 これについて町の考えを問う。 
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３ 

２番 

石川 則男 議員 

（ 90 分） 

13:00～14:30 

１． 大磯港賑わい交流施設の管理ルールについて 

（１） 建物賃料実質ゼロの理由として指定管理者が町に替わって施設管 

  理を行うとのことだが、町民がこの施設を使いやすいように指定管理 

  者が管理するようになっているか。 

（２） 町民がこの施設を利用するに当たり、その利用料及び利用手続きは 

誰が決定し、どのように定められているか。 

（３）それは、株式会社田園プラザ川場との契約書で確認されているか。 

（４）小田原港や平塚港で水揚げされた魚をこの施設で販売することはあ

るか。 

 

２． 消防分団の寄附金について 

（１） 消防組織法第９条には、消防団は市町村の行政機関であること、ま 

  た第８条には消防団の費用は市町村が負担すると規定されているが

間違いないか。 

（２） 平成30年度の消防団12個分団の会計報告によると町内会から助成 

金・慰労金・寸志・協力金・祝儀・寄附という名目で受け取っている

額は数万円から百万円まであるとのことである。 

行政機関の一つである消防団がこのような寄附を受け取っても良 

いのか。 

（３） 行政機関が受け取った寄附金が、町の歳入に組み入れられていない 

のは、地方自治法第 210条の「一会計年度における一切の収入及び支

出は、すべてこれを歳入歳出予算に編入しなければならない。」に抵触

するのではないか。 

（４）平成 30年度の消防団 12個分団が地区町内会から名目はともかく助

成金を幾ら受け取っているか把握しているか。把握していなければ調

査する考えはあるか。 

 

３． 金目川堤防工事の進捗について 

（１）令和２年２月６日高麗地区の区民会館で住民説明会が行われたが、

現状の進捗状況と今後の予定を伺いたい。 

（２）それに伴い、大磯町として行うべきことはあるか。 

（３）平塚市は金目川の下流に水門とポンプ設備を作って、河川の逆流を 

防いでいる。三沢川も台風の時、逆流し水位が１メートル 50センチ程

上がった。水門やポンプ設備を作らなくて大丈夫か。 

 

４． 中学校給食の担当者が未だに１人というのは何故か 

（１）何故９億を超える予算を考えている事業に人を投入しないのか。 

（２）大磯の給食を考える会で「新 K案」という調理施設や食材の検討を

熱心に行っていると聞いているが、町として中学校給食検討準備会に

参画してもらってはどうか。 

中学校給食検討準備会に町民が入っていないのは何故か。 
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５． 町民のささやかな要望にどう応えるか 

（１）令和２年４月７日掲示の平成目安箱回答書において、妊娠 33週 

の妊婦の方が新型コロナウイルスの影響でマスクもガーゼやキッチン

ペーパーも購入出来ないので、数枚でも配布してほしいという要望を

断った理由を伺いたい。 

（２）新型コロナウイルス対策で神経をすり減らしながら従事している医 

療従事者や保育・障害施設従事者・高齢福祉施設従事者への対策は十

分か。 

（３）三沢川の大磯高校西側のフェンスを直すと聞いたが、そのスケジュ

ールは。 

（４）東町３丁目バス停は、区長より要望を出して今年の 10 月で５年に

なるが、いつになったら安心してバスを待つことが出来るのか。待つ

スペースを広げるとするといくらの費用がかかるのか。 

（５）和式トイレは子供たちにとっては、慣れていないし使いづらいため、

なかよし公園の和式トイレを洋式トイレにしてほしいという要望書

を区長さんの連名で町に提出したと聞いているが、いつ出来るのか。 

また、洋式トイレに代えるためにはいくらかかるのか。 

（６）ふれあい会館のトイレを洋式にしてもらいたいとの要望があるが、 

町の施設でトイレが幾つありそのうち、洋式と和式は幾つずつあるの

か。３月の議会では町長は好みや腹圧により和式トイレを残してほし

いという人がいるとのことであった。ふれあい会館に和式トイレがあ

るのは和式トイレを残してほしいという町民の要望か。今後町の施設

を新設したり改造したりする時、例えば大磯港賑わい交流施設にも和

式トイレを作る考えか。 

 

町長 

４ 

10番 

渡辺 順子 議員 

（ 60 分） 

14:50～15:50 

１．新型コロナウイルスの感染による影響と今後の対策は 

 ３か月前には予想していなかった新型コロナウイルスの感染拡大によ

って、今や世界中の人々の生活が危機にさらされている。グローバルな物

流の停滞の影響で人々が日常を取り戻すには最低４年以上かかるとの予

想もある。また人々が求めるコロナ後の社会像は価値観の変化によって今

と全く違ってくるのではないかともいわれている。新型コロナウイルス感

染が社会に与える影響は計り知れない。そこで以下の点について質問す

る。 

（１）世界の中でも日本のまれにみる感染率の低さに注目が集まってい

る。医者として町長は今回の事態をどのように捉えているか。また町

が今後とるべき医療・介護の施策は。 

（２）今町は今後 10 年を見据えた第五次総合計画基本構想の制定・基本

計画の策定に取り掛かっており、７月からは来年度予算案へ向け実施

計画の検討に入る。新型コロナウイルスの感染による来年度以降の予

算案への影響や今後の行財政運営の見通しはどうか。また総合計画の

見直しは考えているか。 

（３）今回の事態を受け休校が続いた子供たちのリスクとどのように向き

合っていくのか。今後の教育体制は。 
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５ 

６番 

吉川 諭 議員 

（ 40 分） 

16:10～16:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 町政において ICT（情報通信技術）は最大限活用されているか。 

 新型コロナウイルス感染症の流行により、行政事務と行政サービスの双

方において ICTをいっそう活用していかなければならない。ICT活用にお

ける町の考えと喫緊の課題について、以下の３点を問う。 

（１） 緊急事態宣言が発令されて以降、町政において ICTをどのような分 

野でどう活用したか。例えば、町職員が在宅勤務をした際にリモート 

ワークはどの程度できたか。また、３月からの３か月を経て見えた課 

題はあるか。 

（２） 防災・福祉・教育など多くの分野で ICTの活用が期待されるが、ICT 

環境の整備はどれほど進んでいるか。また現在まで整備された機器は、

十分に活用されているか。 

（３） 地方自治においても情報の収集・分析・伝達は今後ますます重要に 

なる。効率的で総合的な情報管理のためにも ICTの活用に特化した部

局またはプロジェクトチームやＩＣＴ推進基本計画の策定が必要では

ないか。 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

６ 

    12番 

飯田 修司 議員 

（ 90 分） 

9:00～10:30 

 

１．大磯町のリース契約は妥当なものなのか 

（１）大磯町の小・中学校４校のエアコンのリース料４億 390万円。二宮

町の小・中学校５校のエアコンの設置料３億円（国庫補助 4,500万円

を差し引くと２億 5,500 万円）。リースをなぜ選択肢に入れたのか。

他市町の動向は。リースに決定した経緯は。 

（２）公用車のリース契約は町民に理解できるものであるか。 

（３）ＬＥＤ防犯灯のリース契約１億円は。 

 

２．大磯海水浴場の水質に問題はないのか 

 海水が汚れているのに、神奈川県が合格の認定を出すことに大磯町は何

も考えないのか。 

 

３．三沢川の洪水対策は動きがあるのか 

 台風・大雨シーズンを前に流域住民の安心は確保できるのか。 
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７  

     ９番 

二宮加寿子議員 

（ 50 分） 

10:50～11:40 

 

１． 教育、医療・介護、福祉等、町の取り組みは 

 新型コロナウイルスで政府や専門家が発する情報を冷静に受けとめ、長

期戦を覚悟して備える事が大事と思う。今後デジタル社会の構築は、未来

社会や幸齢社会へと加速していくと考える。希望ある日々へ向かって進む

ためにも生きる力を発揮できるよう以下の点について伺う。 

（１） 教育について 

① 小学校・中学校の再開へ向け分散登校があげられるが体制は。 

② 感染防止対策として、オンライン授業があるが、その他考えられ 

る体制整備はあるか。 

③ 心のストレスを受けとめるための支援体制や相談について 

（２） 医療・介護について 

① 様々な業種の支えで守られているが、今後考えられる支援体制は 

あるか。 

（３） 福祉について 

① 自立相談支援機関の周知は充実されているか。 

 

町長 

教育長 

８ 

13番 

玉虫志保実議員 

（ 30 分） 

13:00～13:30 

１．本庁舎建て替えについて 

 現在の敷地内に新庁舎を建設し、2025年度の供用開始を目指す方針であ

り、駐車場などのスペースにコンクリート造りの免震構造で、新庁舎を建

設していくという。公募町民を交えた「大磯町新庁舎整備基本構想等検討

委員会」で今後検討していくことについて質問する。 

（１）現在町所有の敷地内だけで考えていくのか。それとも、大磯駅周辺

安全安心・にぎわい創出計画（案）と同じように「町が計画を考える

にあたり、計画図にこの土地を含めて考えても良い。」という了承を、

町の敷地が囲む民有地の所有者から得、民有地も含めて考えていくの

か。 
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９  

    15番 

柴崎 茂 議員 

（ 90 分） 

13:45～15:15 

１．特別定額給付金申請に係る事務処理に改善を試みたか 

 一昨日の５月 19日（今日は５月 22日）に臨時議会が開かれた。その際

にも問題にしたが、特別定額給付金の町民に負担させる事務について、改

良の努力はしたか。 

 

２．コロナ禍では、ウイルス感染の他、ＤＶ、子供の虐待などもテレビ放

送を待つまでもなくその種の犯罪も考えられる。先の臨時議会でも何の措

置もなかったが犯罪被害者保護に関心はあるのか。 

 

３．ＪＲ東日本の防音壁改良工事についてきちんと対応したか  

 山王町丘の上テラス付近より、上記表題の工事をＪＲ東日本横浜支社は

行おうとしている。この件で町はどのように対応しているか、又はしたか。 

 

４．検察庁法改正案が今国会での成立が見送りとなった。どのような感想

か。 

大磯町行政と議会の関係の評価になるように質問する。例えばどっちが

ましか。国か大磯町かとか。 
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１番 

鈴木 京子 議員 

（ 90 分） 

15:30～17:00 

１．新型コロナ危機に対する認識を問う 

 新型コロナウイルス感染症は私たちの生き方全般を大きく変える必要

性を提起していると考える。 

 大磯町で進行中の事業や新規・改定する計画について、新たな観点から

見直すことが求められていると考え、下記の点について町長の所見を問

う。 

（１）令和２年度予算執行の見通しは。職員の働き方改革とも合わせ、整

理をする必要があるのではないか。 

（２）健康維持（身体・メンタルの両面）と施設利用の制限は従前の方法

でなく、工夫が必要ではないか。 

（３）収束まで時間がかかるとされる。町民目線に立った総合相談窓口設

置の考えはないか。 

（４）第五次総合計画は基本構想と合わせ抽象論にならないか。財政見通

しをどう表わすのか。実施計画は結局、時の町長と議会の関係で執行され

ることになるのか。 

（５）本庁舎建設は性急すぎると考えるが、どうか。 

（６）駅前広場整備を急がなければならない理由は何か。 

（７）避難所開設時の感染症対策は十分か。仮設住宅建設の規模と運営に

ついても合わせて問う。 
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10名 20問 

時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


